
【全年次向け】 

神奈川で漁師になりませんか？ 

に 

 生徒の皆さんは読んだ後に保護者の方へお渡ししましょう。 

令和３年度 かながわ漁業就業促進センター研修生 募集 

進路だより 
 

  

 

 

神奈川県は、東京湾と相模湾の 2 つの海に面しています。県内

には 25 の漁港があり、沿岸の魚から深海魚、遠洋のマグロまで、

実に様々な水産物が水揚げされています。 

県内で水揚げされる漁業生産量は約２万９千トン（平成 30年）

で、“漁師”として仕事をしている人は約 2,000 人います。しか

し、近年では漁師の方々の高齢化等が課題となっています。 

そこで、県では「かながわ漁業就業促進センター」を設置し、漁業に関心のある若者を

対象として、漁業への就業を容易にするための座学研修や現場研修を行っています。 

（１）募集等について 

募集人数 ： 10 名 

研修期間 ： 令和３年７月５日(月)～令和３年 12 月 29 日(水)（概ね６か月間） 

研修費用 ： 無料（交通費・食事代などは自己負担） 

応募期間 ： 令和３年５月１日(土)～令和３年 ６月 25 日(金) 

選考方法 ： 書類審査及び面談（説明会） ※日程は電話及びメールで調整 

（２）座学研修 

場  所 ： 神奈川県漁業協同組合連合会会議室（横浜市金沢区富岡東 2-1-22）他 

日  程 ： ７月５日～７月 30 日、月～金曜日、10:00～16:00 

内  容 ： 漁業に関する基礎知識、ロープワーク等の技術の習得等 

（３）現場研修 

場  所 ： 県内の沿岸漁業者の漁場や作業場所等 

県立向の岡工業高等学校 定時制総合学科 

学習支援グループ 令和３年５月 14 日発行（第 196 号） 

Classroom でも配信しています。  



日  程 ： ８月１日～12 月 29 日、週 5 日程度、時間は研修内容により異なります。 

内  容 ： 漁業者の指導のもと、漁業技術の習得等 

（４）応募資格 

① 神奈川県内の沿岸・沖合漁業に就業する意思がある者。 

② これまでに累計１年以上漁業に就業していない者。 

③ 常勤（週 35 時間以上継続的に労働するもの）の雇用契約を締結していない者。 

④ 当該の研修終了後、３親等以内の親族が経営する漁業への就業を予定していない者。 

⑤ 令和４年３月 31 日時点で、50 歳未満の者。 

⑥ 過去に国の研修（経営体育成総合支援事業）を受けたことがない者。 

（５）研修期間中における支援制度 

①資格取得支援 

１級小型船舶操縦士、３級海上特殊無線技士の資格取得費用を助成。 

②その他、国の支援制度 

研修期間中における研修生の負担軽減のため、一定の要件を充たす方については、支

援制度「国の次世代人材投資事業（研修後に 75 万円を上限に支給）」を利用することが

できます。 ※詳しい要件を知りたい人は進路担当まで相談してください。 

（６）本校の授業との両立について 

研修の内容によっては本校の３校時に間に合わない可能性があります。個々の履修の

状況によっても対応が異なってくるので、興味のある生徒は早めに担任や進路担当に相

談してください。 

学校の中でチャレンジできる講習が新たに追加されました！ 

ガス溶接 技能講習  
［ 日  程 ］ 令和３年６月 19 日（土）～20 日（日） ※学科と実技で２日間 

［ 費  用 ］ ￥９,６００（受講料：￥8,700 教材費：￥880） 消費税込み 

［ 申  込 ］ ５月 17 日（月）21:15 まで ※間に合わない方は相談してください。 

［ その他 ］ 学科講習日の最後に試験があります。（３択問題） 


